（様式１）

令和８年度　上下水道一体革新的技術実証事業の実証テーマ等 提案書
令和７年　月　日
※以下、青字は記載例又は留意事項です。提出の際は、削除又は黒字修正すること。
	技術テーマ
	

	特に提案を求める技術項目
	※募集要領２．(1)から(3)は、別紙１に該当する技術項目を記入（記載例「１　メンテナンスの高度化・メンテナビリティの向上・リダンダンシーの確保につながる技術」）し、(4)は記入不要。

	分類
	※以下の分類を記入するとともに、今後の見通し等を簡潔に記述すること。
(1)「令和８年度AB-Cross実規模実証テーマ（革新的技術）」

(2)「令和８年度AB-Cross実規模実証テーマ（普及推進技術）」

(3)「令和８年度AB-Cross FS調査テーマ」

(4)「中長期的な技術開発テーマ」


	提案者
	※複数の主体が連携した提案についてはすべての主体を明記するとともに、代表となる提案者に◎を付す。

	担当者

連絡先
	担当者の所属：
氏名：
電話番号： 
メールアドレス：

※複数の主体が連携した提案については取りまとめ担当者を記入すること。


（１）テーマの目的
	※適宜、図表等を用い、可能な限り具体的にわかりやすい内容とすること。また、必要に応じ、参考資料を添付すること。
※水道・下水道が抱える課題（テーマにより課題がどう達成されるのか）、普及展開の必要性等を記載すること。（例えば、事業主体である地方公共団体へのヒアリング結果等を踏また課題・ニーズを示し、それが提案テーマによりどのように達成されるのか等）
※国の施策展開にどのように有益となるかを記載すること。（例えば、加速戦略の○○の部分に該当し、××に寄与する等）



（２）期待される効果
	※適宜、図表等を用い、可能な限り具体的にわかりやすい内容とすること。また、必要に応じ、参考資料を添付すること。
※テーマを達成した場合、地方公共団体において期待される効果等を記載
経済面…設備の建設費・維持管理費の削減＊、作業効率の向上による省力化＊ 等
環境面…温室効果ガスの削減＊、電力使用量の削減＊ 等
社会面…防災機能の強化（情報共有化、情報の見える化、自助共助の促進システムの構築）等
＊従来技術との比較による効果を可能な限り定量的に記載すること。比較対象範囲を次ページの《比較表例》と整合させるとともに、可能な限り根拠を明確にすること。

《効果の記載例》
記載項目

従来技術

提案技術
経済面

設備の建設費・維持管理費の削減

作業効率の向上による省力化

環境面

温室効果ガスの削減

電力使用量の削減

社会面

防災機能の強化




（３）想定しているテーマの具体的技術
	※適宜、図表等を用い、可能な限り具体的にわかりやすい内容とすること。また、必要に応じ、参考資料を添付すること。
※以下の内容について記載すること。
① 技術の概要
② 開発経緯（どの要素技術がどの程度確立＊されており、実機へのスケールアップのために、現段階がどのレベルにあるのかを明確に記載すること）
＊ラボレベル若しくはパイロットプラントレベルでの実験か、それらをどの規模（処理量等）、期間で実施したか、どのような試料で実験を行い、どういったデータが得られているか、また、それが安定して得られていたか等、具体的な根拠を記載すること。
③ 革新性（従来技術との比較）（比較表例を参考に記載すること。）
《比較表例》
従来技術

提案技術
・
・
・（従来技術と比べて何が革新的なのか）を簡潔に比較・記載すること。
・
【技術のフロー図】
※比較対象範囲を明確にすること。

【技術のフロー図】
※比較対象範囲を明確にすること。
④ 実証等内容（何を実証・調査するのか、実証・調査を通して何を明らかにすべきか、具体的に記載すること。また、募集要領２．(2)の場合は、現状普及展開が十分でない有効技術の概要、適用性の拡大や性能向上等の改善事項・方法、普及展開上の技術的課題や解決方法がわかるよう記載すること。なお、募集要領２．(4)は記載不要。）



（４）普及展開の可能性
	※適宜、図表等を用い、可能な限り具体的にわかりやすい内容とすること。また、必要に応じ、参考資料を添付すること。
※想定している技術の普及展開の可能性等を記載すること。

・普及範囲（水道・下水道統計資料等を基に提案テーマが適用可能と考えらえる施設の数、「（１）テーマの目的」に記載と同様の課題・ニーズを保有している施設、又はそれ以外でも提案テーマが貢献に繋がると考えられる施設の数　等）
・関心度（地方公共団体の関心 等）
・維持管理性（運転やメンテナンスの容易さ 等）
・海外への展開可能性（海外での関心・調達 等）




